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引越と生前整理は、単に荷物を運び整理する仕事ではなく、人生の大切な節目を支える仕事で

す。プレミア引越センター清水龍代表は、幼少期の経験から生まれた強い向上心を原点に、品質

にばらつきが生じやすい引越業界の課題と向き合ってきました。現在は、経験豊富なスタッフに

よる高品質な引越に加え、不要品回収、生前整理・遺品整理、買取までをワンストップで支援す

る「プレミアリユース」も展開。高齢者施設への入居や住み替え、家財整理など、医療・介護の

現場とも関わる空間整理のプロとして、清水代表が大切にしている想いを伺いました(2026年5

月取材)。

引越、生前整理への情熱と清水龍代表の歩み

家族を守る「安心の備え」　０09
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葬儀社グループの強みを活かし、生前整理

や富裕層向け引越、整理収納サービス、残

置物撤去など、他社にはない上質なワンス

トップサービスをご提供します。
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子どもの頃は、どのような環境で育ち、どんな少年期

を過ごされたのでしょうか。

幼少期は内気で、自分の意見を主張するのが苦手な子どもでし

た。私の実家は代々続く広告代理店で、私は本来その6代目を

継ぐはずだったのですが、幼い頃に会社がトラブルに巻き込ま

れ、保有していた不動産や株式などすべてを失ってしまったの

です。

その後、生まれ育った目黒区の駒場から渋谷区の初台へと引っ

越すことになりました。進学した松濤の中学校では裕福な同級

生たちに囲まれるなか、周囲との格差に劣等感を感じておりました。親への感謝も当時は分からず、親

のように失敗したくにない、潰れない会社をつくりたいと思うようになりました。

そこからどのように学生時代を過ごし、引越業界へと

繋がっていったのでしょうか。

高校は特待生として学費免除で入学し、学校附属の塾で、朝か

ら晩まで缶詰になる学校生活を送っていました。コンプレック

スをバネに、最終的に希望していたAIデータサイエンスを学べ

る情報系の学科へ進学します。

しかし、受験勉強以外、特にスポーツや恋愛といった人間関係

の繋がりをおろそかにしてきている私にとっては、大学という

新しい環境はあまりにもギャップが大きすぎました。

結果として周囲とうまく馴染むことができず、次第に引きこもるようになってしまいます。そんな状況

に対して、親への申し訳なさからアルバイトを始め、塾講師や飲食などを経て出会ったのが「引越」の

仕事でした。自分を追い込んでストイックに体を動かす環境が肌に合い、瞬く間にこの仕事へ没頭して

いきました。



在宅医療com株式会社

〒107-0062　東京都港区南青山3-1-36青山丸竹ビル6F

service@zaita9iryou.com

続きはQRコードからアクセスしてください　→ → → 

高品質な引越サービスを追求する「プレミア引越センター」のこだわり

サービスの概要や強みはどのようなところにあるのでしょうか。

現在は精鋭のドライバー5名体制で運営中で、自社の強みは在籍するスタッフの多くが業界経験10年以

上のベテランである点にあります。全員が単なる運搬に留まらず、事故のリスクを未然に防ぐリスク予

見と効率的な段取りを熟知しています。

さらに、他社では分業されがちな梱包・開梱の高度なスキルを作業員全員が身につけているため、通常

であれば2日を要するファミリー層の引越も、わずか1日で高品質に完結させることが可能です。

「プレミア引越センター」を立ち上げられた経緯につ

いて詳しく教えてください。

引越の現場で働き始めて1年ほど経った頃、業界のさまざまな

課題が見えてきました。引越というサービスの特性上、その日

ごとのスタッフの習熟度や連携状況によって、どうしても品質

にばらつきが生じやすいという難しさを痛感しました。

引越を何度も経験した方が「引越は担当者ガチャだ」とおっし

ゃる通り、大手含め当日の担当者次第でサービスの質が左右さ

れてしまうというお声も多く、そこに改善の余地があると感じ

たのです。そうした現状を変え、しっかりとした品質のサービスを提供したいという思いから起業を志

しました。

そこから約3年間準備を進め 、飛び込み営業やネット集客を活用しながら案件を獲得していき、同時に

ドライバーの確保に奔走しました。その過程で、10年以上のキャリアを持つ経営者と出会い、ノウハウ

を学びながら準備を本格化させ、志を同じくする仲間が集まったことを機にプレミア引越センターとし

て本格的に始動し、2025年7月に法人化をいたしました。

料金面に関しては、完全内製化ゆえに単身の引越では圧縮できるコストが少なく、どうしても料金が割

高になる傾向があるものの、荷物が多いファミリー案件や、新築一戸建てへのマイホーム購入、麻布台

ヒルズをはじめとする富裕層の引越においては大きなメリットを発揮します。

本来派遣含め6人必要な現場を経験豊富な5人で回したり、日数を短縮できたりするため、トータルコス

トを抑えつつ、絶対に傷をつけない上質な引越をご提供できるのが当社の誇りです。

「プレミアリユース」という不要品回収や生前整理・

遺品整理の事業を立ち上げたきっかけや強みを教えて

ください。

引越を伴うお片付けの需要が増加する一方で、多くの片付け業

者にとって最大の課題となるのが「保管する倉庫の確保」や

「リサイクル、リユースの販路」です。

当社は、遺品整理で確かな実績を持つ大手グループへ参画し、

先行投資として300平米という大規模な倉庫を構えることがで

きました。この強固なインフラと不用品に関しての…

引越と不要品回収を一括対応する「プレミアリユース」の生前整理・遺品整理
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